
   埼玉県ミニバスケットボール連盟 

第 46 回 埼玉県ミニバスケットボール大会 
（平成 27 年度 県民総合体育大会） 

 

開催日 平成 27年 11月 3日（祝・火）  開催場所 行田グリーンアリーナ 

 
試合区分 男子・女子  Ｂブロック決勝戦  開始時刻 15：50 

チーム名（淡色）  チーム名（濃色） 

所沢泉ドルフィンズ 
 

八幡ドリーム 

（ 東・西・南・北・中 ）地区  （ 東・西・南・北・中 ）地区 
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【見出し】 

残り２分の切ってからの攻防にバスケットの面白さが凝縮されたゲーム 

【戦 評】 

 

第一クォーター 決勝戦特有の雰囲気に両チームとも飲まれてしまい得点が伸びず、１点差の状態が４

分間続く。残り２分を切って、ドルフィンズは④、⑪がシュートを決め、一方、ドリームも⑨がフロース

ローを入れ、ドルフィンズが１点リードで終了。 

 

第二クォーター ドルフィンズはリバウンドを抑え、⑧が得点をする。ドリームも⑪がシュートを決め、

３点差のまま終盤へ。ドルフィンズ⑥が得点し、５点差にするとドリームはたまらずタイムアウト。タイ

ムアウト明け、ドリームは⑥が得点し、流れが良くなるかと思われたが、ドルフィンズは⑧、⑦が得点し、

そのまま７点リードで前半を折り返す。 

 

第三クォーター このまま一気に波に乗りたいドルフィンズであったが、ミスが出てなかなか得点がで

きない。その隙をつき、ドリームは⑩、⑪のドリブル１対１から連続６得点し１点差になる。ここでドル

フィンズ⑦が得点し、悪い流れを断ち切れたかに思われたが、波に乗ったドリームの⑪が得点した後、⑩

も冷静にフリースローを２本決め、同点に。その直後にも⑩が得点し、逆転に成功する。 

 

第四クォーター 前半のリードを守れなかったドルフィンズは⑤にボールを集め、得点を重ねるが、ド

リームも⑨の連続得点後、④がシュートを決め、リードを５点に広げる。残り時間２分、ドルフィンズは

すかさずタイムアウトを取り、逆転を狙ってディフェンスを激しくするように指示。その指示が当たり、

⑧、⑤が連続得点し、またもや１点差に。たまりかねたドリームは残り１分でタイムアウト、このまま逃

げ切りを図る。残り３０秒を切り、ドリームがボールを保持。必死の攻防が続き、残り１０秒を切っても

ドリームが保持を続け、勝利を引き寄せかけていたが、最後の最後にドルフィンズがボールを奪い、⑦が

ゴールを決めた瞬間にタイムアップ。残り２分を切ってからのベンチを含めた攻防が見ている人を魅了す

るゲームであった。 

 

 

記入者： 技術委員会 長谷川 眞裕（北部）   


